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宇宙・AI・ロボティクス 〜イノベーションの創出〜特集 宇宙・AI・ロボティクス 〜イノベーションの創出〜

1.　はじめに

近年，宇宙開発は新たな転換期を迎えている。
特に月面探査・利用に関しては，各国・各機関に
よる計画が急速に具体化しており，国際的な競争
と協調が同時に進展している。その中核を担うの
が，NASA が主導する Artemis 計画である。同
計画は，人類の持続的な月面活動の実現を目的と
して，段階的な探査から長期滞在・利用へと発展
する包括的な宇宙開発プログラムとして推進され
ている。

同計画では，2022 年に無人月周回試験ミッシ
ョンである Artemis I が成功したのに続き，2026
年には有人月周回ミッションである Artemis Ⅱが
実施され，宇宙飛行士を乗せた宇宙船が月近傍を
飛行し無事帰還した。これはアポロ計画以来，半
世紀以上ぶりとなる有人月周回の達成であり，人
類の月探査が新たな段階へ移行したことを示す象
徴的な成果である。

これらの進展を受け，今後は有人月面着陸ミッ
ションや持続的な月面滞在を見据えたインフラ構
築が計画されている。従来は月周回軌道上に中継
拠点としての「ゲートウェイ」を建設する構想が
中心であったが，2026 年にはこの月周回拠点計
画が見直され，現行形での整備は一時停止される

こととなった。これに伴い，開発済みの技術や機
器は月面側のインフラへ転用され，より直接的に
月面拠点の構築に注力する方針へと転換されてい
る。

このような方針転換の下，月面を中心とした探
査活動は新たな局面を迎えている。月面探査が持
続的な人類活動へと発展するためには，居住・作
業環境，資源採掘，電力供給など，多岐にわたる
インフラ整備が必要となる。この際に中心的役割
を果たすのが「無人建設技術」であり，地上で発
展してきた建設技術の応用可能性が強く注目され
ている。

2.　地上における無人建設技術

我が国では多様な自然条件，地形特性，そして
近年激甚化する自然災害に対応するため，建設技
術は高度化を続けてきた。特に災害復旧の分野で
は，遠隔施工が安全性確保と迅速な施工の観点か
ら強く求められ，これを契機として自動化施工技
術が急速に進展している。

また国土交通省では，人口減少や建設業の担い
手不足という構造的課題に対応するため，2016
年に「i-Construction」を策定し ICT を建設プロ
セス全体に活用することで，生産性向上，安全性
向上，働き方改革を推進してきた。2024 年 4 月

宇宙建設革新プロジェクトについて

国土交通省 大臣官房 参事官（イノベーション）グループ　施工自動化企画官　菊田　一行
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